
 

１　指定管理者の概要

２　管理施設の概要

３　管理体制の状況

・設備異常の緊急対応２４時間

◎千代田万世会館

４　事業実績等

ア　利用実績

※休館日：令和３年度は年始（１月１日・２日）及び奇数月最終友引日等の合計８日

利用率（Ｂ）／（Ａ） 35.6% 32.1% 0.6%

357日 730日 357日

　 （Ｂ）利用日数 127日 234日 2日

利用件数 72件 56件 2件

（Ａ）利用可能日数※

施設の目的 区民に葬儀および法要の場を提供し、区民福祉の増進を図る。

管 理 業 務
の　内　容

・千代田万世会館の施設の利用承認等に関する業務
・会館の保守及び維持管理に関する業務
・会館の運営に関する業務

令和３年度

①葬儀利用 ②遺体保管用冷蔵庫 ③会議・法要利用

※は１日１組の葬儀とし
休館日を除いた日数

※は１日２遺体利用とし
た延べ日数

※は休館日を除いた日数

所在地 東京都千代田区内幸町一丁目１番１号

指定期間 令和３年４月１日～令和８年３月31日 報告期間 令和３年４月１日～令和４年３月31日

名　称 株式会社日比谷花壇 代 表 者 代表取締役　宮島　浩彰

令和３年度　指定管理施設に係る事業報告概要

施設名 千代田万世会館 所在地 千代田区外神田一丁目１番７号

（株）日比谷花壇
ＰＰＰ事業推進部
事業推進グループ 運営グループ

・運営管理に対する支社支援
・企画・運営・管理全体統括部門

緊急対応バックアップ拠点
・葬儀・墓地エリアグループ

館長 管理員２名
会館管理、受付業務、日常清掃業務
設備機器運転保守管理、保安警備等
(一部委託）

管理受付委託
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イ　施設等の維持管理業務

・建物、設備保守管理　・施設清掃業務（害虫駆除含む）　・消防設備等保守　

・警備業務　・音響設備保守　等

５　収支の状況

6　指定管理者による自己評価

7　区による評価・業務改善要求

　
８　今後の指定管理に区が期待すること

　新型コロナウイルス感染症対策を徹底し、利用者が安心して施設を利用できる環境整備や自主事業による万世会館
周知に努めており、高く評価できる。施設管理においては、設備保守点検による不具合の早期発見や計画的な修繕の
実施により安全性が確保されているほか、会館利用者等の意見に迅速に対応している。

　葬儀規模は、今後も縮小傾向となっていくことが想定される。万世会館は中・小規模葬儀に適している施設である
ことをアピールするとともに、これまでの運営ノウハウを活かした利用者サービスの提供を引き続き期待する。

収支差額（①－②） 3,890,171円

サービス提供に関して 収支に関して

・利用者の安全、安心を第一に考慮した１年であった。
空気清浄機や受付用パーテーション、非接触型体温機器
等を引き続き設置し、コロナ禍においても安心して利用
いただけるよう努め、利用者の「声」や「要望」をしっ
かりと把握し、それらに対して真摯に取り組むことがで
きた。
・利用者（葬儀社）から苦情のあった、音響ラインの不
備について、その原因を専門業者に相談し、簡易ながら
も解決することができ、利用者にも概ね満足いただけ
た。利用者の「声」を蔑ろにせず、真摯に向き合い解
決、改善に取り組んだ結果である。
・自主事業として、コロナ禍ではあったが、万全なコロ
ナ対策（手指消毒、マスク着用、検温、人数制限、ソー
シャルディスタンスの確保）を講じたうえで、①区民葬
儀説明会と葬儀社を舞台とした感動映画の上映会②フラ
ワーアレンジメント講座を開催した。いずれも多数の方
のご参加があり、高い評価を得られたとともに、来館い
ただけるきっかけ作りによる施設認知度の向上にもつな
がった。

・収入実績は、計画対比91.4%という結果となり、コロナ
禍の影響を受けながらも若干の回復傾向を見せた。
・葬儀件数は72件、前年と比較すると14件の増加、前年対
比124％となった。
・付帯設備（遺体安置用冷蔵庫）の利用件数は56件、利用
日数は234日、前年対比115.9％である。
・会議、法要は2件の利用となり、前年対比33％となっ
た。
・葬儀に関しては前年と比較すると件数も増加しており、施
設利用の回復が見られた。一方で、コロナ禍の影響による葬
儀の小規模化で単価は大幅に減少しており、以前からのダウ
ントレンドと相まって、今後も減少傾向になると予測され
る。付帯設備の利用については、前年と比較すると増加と
なったが、利用日数や利用回数に規則性を見出すことは困難
であり、利用実績の増加には、利用者の認知度を拡大してい
くことが最も確実な方法と言える。会議、法要についてはコ
ロナ禍の影響でリモート会議や法要の自粛などが定着してき
た結果であり、今後も利用は減少していくと思われる。
・支出は、計画対比95.6％とという結果であった。経費の
削減努力はもちろんのこと、コロナ禍の影響による施設利用
の減少に伴う消耗品等の購入が減少したこともその一因であ
る。

新型コロナウイルス感染症
拡大に伴う損失補填

2,620,416円 - -

合計（①） 31,239,001円 合計（②） 27,348,830円

利用料金 6,195,100円 維持管理費 14,062,587円

その他(自動販売機売上収入) 38,485円 運営費 3,272,297円

収　　　入 支　　　出

指定管理料 22,385,000円 人件費 10,013,946円

6件

32件

令和元年度 81件 144日 61件 274日 22件

平成30年度 91件 154日 51件 248日

令和２年度 58件 107日 49件 199日

【参考】過去３年間の実績 ①葬儀利用 ②遺体保管用冷蔵庫 ③会議・法要利用
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